
 
事務局からこんにちは！ 
◆研修医師のリレーも、

今回で４回目になりまし

た。引き続き島根での医

療に携わっていただくこと

を切にお願いいたします。 

◆また、今回号では、この夏のさま

ざまな行事をご紹介します。 
 

 

地域医療最前線その１８ 

=診療所勤務となって= 
私は益田市美都町にこの４月開

所となった診療所に勤務させていた

だいています。美都町は合併して市

にはなったものの、自然豊かな田舎

で、いらっしゃる患者さんもかなり御

高齢の方が大半です。今ではいら

っしゃる患者さんも少しずつ増え、

徐々に軌道に乗り始めました。診療

所勤務はまだまだ新米の私ですが、

この４か月の診療所勤務で感じたこ

とを書いてみたいと思います。 

  
当たり前でありますが、まず診療

所には何でもくるということ。緊急性

のある重症症例はほとんどきません

が、common disease、整形的な鎮痛

処置などを中心に、小外科、皮膚・

耳鼻科系のちょっとした疾患など

様々です。また開所して間もないせ

いもありますが、患者さんの話を比

較的じっくり聞くゆとりがあること、他

科にまたがった疾患を診るため患者

さんの全体像がより明瞭であること

など、診療所ならではの利点を感じ

ます。現在はまだ定期往診は行って

いませんが、小さい診療所であるた

め融通がきき、不定期の往診には

行っています。 

 さらに、他の医療・福祉スタッフと

の連携の重要性を強く感じました。

独居の高齢者や認知症の方の生活

状況など相談していますが、外来診

療ではカバーできない問題に関して

ケアマネージャさん、民生委員さん、

役場の皆さん方とは今後もより密に

連携をとっていく必要があります。 

  
最後にもう一ついうと、診療をして

いて毎日楽しいということです。新米

所長ですが頼りになる地元出身のス

タッフに支えられていることは大変

強みです。これからも内科以外の広

い範囲について勉強し、より充実し

た地域医療を行っていきたいと思っ

ています。 

【美都診療所長 安藤】 

 

 

◇ 島根県地域医療支援会議 
＝平成 18 年度医師確保要望数 94 人＝ 

県内の中山間地、離島等の医師

確保に関する協力・支援を協議する

「島根県地域医療支援会議及び医

師確保部会」を 7/14(木)に松江市

内のホテルにおいて開催しました。 

 
この会議では、過疎市町村にある

公立病院・診療所等から平成１８年

度の医師確保要望が過去最多の９

４人ありました。本年度、医師確保

部会が調整して派遣している医師

は４１人で、結果５３人の医師不足

の現状です。 

なお、要望内容は次のとおりで

す。 

■要望病院・診療所数：２３医療機

関 

■圏域別要望数：松江４人，雲南２

２人，出雲１人，大田２２人，益田

２０人，隠岐２５人 

■圏域別不足数：松江３人，雲南１

７人，出雲１人，大田１４人，益田

１６人，隠岐２人 

■科目別不足数：内科３１人，精神

神経科２人，外科５人，産婦人科

３人，眼科３人，皮膚科３人，麻酔

科３人，その他３人 

 

 以上のように島根県内の医師不足

は益々深刻な状況が続いています。

この会議には各圏域代表の市町村

長、保健所長、拠点病院長など医

療関係者の方々が集まり地域医療

に対するたくさんの意見・要望があり

ました。 

【医療対策課 坂本】 

県のドクターバンクから  
●求人・求職取扱状況 
（平成１７年８月３１日現在） 
＜求人＞２７件 
邑智郡（病院）／整形外科、精神科 
浜田市（病院）／内科 
雲南市（病院）／内科 
出雲市（診療所）／胃腸科、肛門科 
邑智郡（病院）／内科、整形外科、

在宅医療 
鹿足郡（病院）／内科、外科 
仁多郡（診療所）／内科 
出雲市（診療所）／在宅医療 
那賀郡（診療所）／内科 
鹿足郡（病院）／放射線科、内科、

麻酔科 
益田市（病院）／内科、循環器内

科、神経内科、呼吸器内科 
松江市（病院）／内科、麻酔科 
浜田市（病院）／内科、放射線科 
江津市（病院）／精神科 
仁多郡（病院）／眼科、内科 
松江市（その他）／不問 
松江市（病院）／内科、リハビリテー

ション 
雲南市（病院）／麻酔科、精神科 
出雲市（病院）／内科 
松江市（その他）／内科 
浜田市（その他）／内科 
鹿足郡（病院）／整形外科、内科、リ

ハビリテーション 
松江市（病院）／内科、整形外科 
邑智郡（病院）／内科、整形外科、

産婦人科、放射線科 
松江市（その他）／不問 
雲南市（病院）／麻酔科、精神科、

内科、循環器内科、皮膚科 
大田市（病院）／精神科、内科 
＜求職＞０件 
●申し込み手続き及び詳細につきまして
は、当紹介所までお問い合わせ下さい。 
［電話番号］0852-21-8813（専用電話） 
［ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ］ 
http://www.shimane.med.or.jp 
/dcbank.htm   【担当：吉岡・塩田】 

島根県地域医療支援会議 

美都診療所 



 研修医のペ－ジ その４  
＝２年目の研修医師から＝   

昨年から益田赤十字病院で研修

を行っております。この病院の研修

の特徴は、必修科目だけでなく、ほ

ぼ全ての科において研修するという

ことです。1 つの科を回る期間が短

いという短所もありますが、多くの科

を回ることにより、プライマリーケアを

学ぶ上では非常に良いと思います。 

救急外来では重症から軽症まで

様々な疾患が経験でき、非常に勉

強になります。1 年目は指導医ととも

に診療をしましたが、2 年目からは 1

人で診療を任される様になりまし

た。 

この病院では各科の垣根がなく、

コンサルテーションしやすいです。ま

た、ほぼ全員の先生と顔見知りなの

で、いろいろなことが相談しやすい

です。自分が興味をもって行動すれ

ば、どの先生も指導をしてくださり、

大変勉強になります。 

これまでの研修を振りかえると、非

常に充実していたと思いますし、今

後も充実した研修をしようと思いま

す。 

【益田赤十字病院 松永】 

 

 

◇「シニア(後期)研修ガイダ

ンス」報告 

８月６日（土）、シニア（後期）研修

ガイダンスを開催しました。 

このガイダンスは、今年度からスタ

ートした「研修医等定着特別対策事

業」の一環であり、当日は主に県内

の初期臨床研修医約２０名と７つの

研修病院の参加がありました。 

 
ガイダンスでは、まず研修病院の

研修担当者から研修プログラムにつ

いてプレゼンテーションがあり、その

後、病院ごとのブース分かれて個別

面談を行いました。特に個別面談で

研修医の皆さんは、将来自分のめ

ざす専門診療科のトレーニング内容

を熱心に質問し各ブースを回ってお

られました。 

また、当日、参加者を対象に後期

研修に係るアンケートを行いました

が、研修病院を選ぶ上で重視する

項目としては、「研修プログラムの充

実」と「指導医の充実が」上位に上

がっていました。その他、開催時期

について、もう少し早い方が良いと

いう声がありましたので、それらの意

見を参考にガイダンスの参加者が

増え、初期臨床研修終了後も引続

き島根県で研修していただけるよう、

次回のガイダンスを企画したいと考

えています。 

    【医療対策課 古瀬】 

 

 

 

◇「第１回、第２回地域医療

セミナー」報告               

島根県は、医師を「呼ぶ」「助け

る」「育てる」という３本柱の事業を掲

げて医師確保対策を進めています

が、今年度から、「育てる」事業の一

環である医学生教育をさらに力を入

れて実施しています。 

 地域医療セミナーは、医学生に、

島根の地域医療に関心を持ち理解

を深めてもらうために、今年度 6 回

予定しており、第 1 回、2 回のセミナ

ーを 8 月に実施しましたので報告し

ます。 

■ 第 1 回セミナー 

講義「地域医療入門」 

8 月 6 日、出雲市民会館で、「地

域医療入門」と題し、県医療対策課

の木村副医療専門監が島根の地域

医療の現状、対策等について講演

しました。県内外の医学生 13 名が

参加し、地域医療の基礎について

学びました。 

■ 第 2 回セミナー 

「夏季地域医療実習」 

これは、県内の中山間地、離島の

医療機関や福祉施設等での実習を

体験してもらうもので、平成 14 年度

から実施しています。年々多くの学

生さんに参加いただいており、今年

も 35 名の参加がありました。 

 

 実際の現場に触れ、また熱心な先

生方の指導を受けた学生は、「地域

医療に興味を持った」、「住民に信

頼されている先生はすごいと思っ

た」など、いろいろな感想を持たれ

たようです。このあと、実習後学生か

ら提出されたレポートを紹介します。

今回の実習を通して、1 人でも多く

の学生さんに島根の地域医療に興

味を持っていただき、将来の進路を

考えるうえでいい機会になってくれ

 中山間地医療守る 

「あさひ診療所」開所式 
８月１日に旭町丸原にオープンする

町国民健康保険「あさひ診療所」の開

所式が１７日あり、関係者が、信頼され

安心される医療サービス体制づくりを

誓った。 

１０月に合併する浜田那賀地区では

金城、弥栄、大麻（浜田市）に次ぎ４カ

所目の国保診療所。合併後、移転新

築する浜田医療センターなどと連携し

て中山間地域の一次医療を守る。 

同診療所は浜田自動車道の旭イン

ター出口に隣接。敷地２６００平方メー

トル、鉄骨平屋の床面積２６７平方メー

トルで、診察室と処置室のほか、内視

鏡救急処置室、理学療法室、談話室

などを備える。建物と備品、医師住宅

を含めた総事業費は約１億９３００万

円。 

近くの旭センターであった開所式

で、岩谷義夫町長が「慢性的な医師不

足で将来、無医町になることが懸念さ

れる中、はじめて直営診療所が実現し

た」と喜びを語り、診療所でのテープカ

ット後、広島県内の病院からＵターンし

た酒井龍司診療所長（３７）が「町民の

ための保健医療活動を展開したい」と

決意を語った。 
【山陰中央新報 05.7.18 より抜粋】 

個別面談 

金城診療所での実習の様子 



れば、と願っています。最後になりま

したが、ご協力いただきました医療

機関、福祉施設等の先生方、スタッ

フの皆様に、心からお礼申し上げま

す。 

       【医療対策課 石橋】 

◇実施地区：雲南、県央、浜田、益

田、隠岐島後、隠岐島前、都万

診療所、弥栄診療所、来待診療

所 

◇参加者：自治医科大学生 10 名、

島根大学医学部生19名、県外医

学部生 6 名 

◇実施期間：8 月中の 3～4 日間（診

療所研修は 1 日） 

 

■実習レポート（その１） 

[島根大学医学部５年 上元洵子、

廣瀬 泉 ] 

実習地区：益田地区（８月１７日～１

９日） 

日程 

１日目･･･午前：益田保健所、午後：

日原共存病院、津和野共存病院 

２日目･･･午前：益田市医師会病院、

午後：医院の往診と産業医会議

出席、美濃地出張所の巡回診療、

意見交換会 

３日目･･･益田赤十字病院 

益田は県内でも医師が少ない医

療圏ですが、その中でどのように病

院や診療所が連携し医療を行って

いるかを学びました。益田の医療課

題としては機能分担、医師確保、僻

地の医療があり、また様々な健康課

題がありますが、これをクリアするた

めに往診、巡回診療など様々な取り

組みが行われていました。 

３日間を通して特に印象的だった

のは益田圏域では医療機関での連

携がうまくいっていると感じたことで

す。病院同士で急性期は日赤と津

和野、慢性期は医師会病院、日原，

六日市という風にはっきりと機能分

担がなされており、その様子はとても

目新しいものに感じましたし、医師

会自ら作った地域医療支援病院と

いう形態もはじめて目にしました。他

の医療圏に比べ、医師会の果たす

役割が大きく、益田全体として物事

をとらえておられる姿勢に感動しま

した。医師会病院から美濃に向かっ

たのですが、無医地区である美濃

地の出張所は３人の医師が担当し

て週に１回午後に診療をするという

ことでした。車で３０分はかかる山口

県との県境の古くからある小さな診

療所で５人ほど患者さんが来られ、

私たちも臥位と座位での血圧を実

際測り、薬での血圧のコントロール

の具合を一緒に確認させていただ

きました。患者さんの話をじっくり聞

き医師会病院から用意して持ってき

た薬を処方したり注射したりもでき、

患者さんは安心されている様子でし

たが、診療は週にたった１回、しかも

数時間しかいないということで常勤

医がいる診療所が近くにある人とは

不安の大きさがずっと違うだろうとい

う声も聞きました。 

また、今回は産業医会議にも参

加させていただき、益田では自殺率

が県内で一番高いのですが、保健

所・開業医・病院・事業所が一体と

なって、その対策としてのメンタルヘ

ルスや自殺などをテーマに話し合い、

健康課題に一体となって取り組まれ

ていることを知りました。地域医療と

いうと診療や医療課題の解決という

イメージが強かったので地域医療に

おいて、医師も臨床医としてだけで

なく、公衆衛生・産業医など多くの

役割を果たしていることに驚きまし

た。 

私たちは職業上では医療という切

り口で地域と関わることになるので

すが、その地域で何が必要かを的

確に捉え、実際に行動したり、日々

の診療で患者さんの健康管理をし

たりと、その地域の方々の生活・人

生に影響していくという地域医療の

重みを改めて感じました。医療には

奉仕の精神が必要だとおっしゃった

先生がおられましたが、その言葉ど

おり、自分の生活のためだけでは地

域医療はやっていけないと思いまし

た。また、マンパワーが不足している

中で、工夫の重要性を痛感する一

方で、なぜ医師が不足しているの

かという根本的な問題に対する

働きかけが必要になってきてい

ると感じました。しかし、『地域

医療とはなにか』という意識のも

と、以上のようなことを実際肌で

触れて考えることができ、これか

らの医師としての進路を考える

だけでなく、医療そのものを考え

る機会となり、大変有意義な３日間

であったと思います。 

 

■実習レポート（その２） 

[自治医科大学１年 岡田絵美] 

実習機関：来待診療所（８月１９日） 

①実習施設とその地域の概要 

来待診療所は「健康の里」の施設

のうちの一つです。 

「健康の里」とは地元の要望により、

町民の健康づくりの拠点として建設

された施設で、来待公民館、来待診

療所、健康センター、農村公園等か

らなります。子供からお年寄りまで、

自分に合った病気の予防、健康の

増進に努めることのできるとても良い

施設だと思います。 

②実習内容 

・朝礼：自己紹介をして朝礼に参加。

昨日どんな患者さんが何人来られ

たかなどを山田先生が報告される。 

・診療所の説明：胃カメラ、肝機能

検査、尿検査、レントゲン、超音波

検査など、思っていた以上に機器が

そろっていて驚いた。 

・超音波検査見学：まだ私には写真

を見てもよく分からなかったが、肝臓

の形を把握できたことがうれしかっ

た。 

・訪問介護同行：高齢者のお宅に伺

った。ベッドが家の中心にあり、患者

さんが家庭の中心にいるような、理

想的な環境だと思った。オムツ替え

や口の中の掃除、胃のチューブの

ガーゼの交換などを見学した。 

・外来診察見学：多くの患者さんが

来られ、先生は休む暇もなく仕事を

しておられた。先生はカルテを書き

ながらも患者さんの顔を見ながら話

を聞いておられた。遠くの病院に通

うのが大変だから、近くにある来待

診療所に変えたいと言われている

人が多かったように思う。 

③考察 

大病院と違って診療所はスタッフ

の人数がすごく少なかったですが、

そのぶん山田先生がよく動いておら

れた気がします。また様々な医療機

器が揃っていることに驚きました。 



診療所では、医師と患者さんの間

に大病院以上に親しい関係が出来

上がっているように感じました。医師

に病気を診てもらうというより、話を

聞いてもらいたいという患者さんが

多かったように思います。病気を治

すだけでなく、患者さんの話し相手

になることも大切だと実感しました。

また、患者さんが病院に通いやすい

ように、病院間の連携も大切だと分

かりました。 

初めて訪問看護を見学しましたが、

家族だけで介護をするのには限界

があると感じました。患者さんが自宅

で気持ちよく過ごすためには、病院

とヘルパーさんと患者さんの家族の

間でうまく連携すること、また家族教

育が大切だとヘルパーさんから学び

ました。 

今回の研修を通じてますます地

域医療に対する興味がでてきました。

自治医大で外来の研修をした時は、

医師はパソコンにばかり目を向けて

いて、こんな状態でよいのだろうかと

正直に言って私は疑問に感じてい

ました。しかし来待診療所で、先生

が患者さんの目を見て話を聞いて

おられる姿や、患者さんと医師のつ

ながり、また「健康の里」と地域のつ

ながりを知り、私もこういう場で働き

たいと強く思いました。 

 

◇~~風に~吹かれて~~
～地域医療研修に同行して～ 

このたび 8/17（水）～8/19（金）に

益田地区で行われた医学生の地域

医療研修に同行しました。私はこの

地区は代診も含めて勤務した経験

がなく、是非早く自分の目で医療体

制を見たいと思っていました。また

医学生が、地域医療現場を見て、

地域医療とは何かということを考える

手伝いがしたいと考えておりました。 

初日に日原共存病院を見学させ

ていただいた際に、いみじくも「地域

医療とは」というお話があり、医学生

たちが地域医療を考えるきっかけを

作っていただきました。その後、実

際に急性期の病棟だけではなく、そ

の他ほとんど全ての慢性期の病棟、

福祉施設などの見学の機会も準備

されていました。また、往診に同行し

たり、巡回診療では診察もさせてい

ただき、実際に患者さんに触れるこ

ともできました。 

2 日目には、益田医師会病院を

見させていただき、医師会病院内の

ことにとどまらず、益田圏域の病院

間での医療連携についての講義を

受けることができました。初日に保健

所でも同様の話を聞かせていただ

いたこともあり、非常によく理解でき

たようでした。 

昼食を食べながら、4 人の医学生

と地域医療って何だろうか、またそ

れを実践するにはどんな知識、技術

がいるのだろうかということを話し合

いました。地域医療とは、おぼろげ

ながらも「地域に根ざした、地域住

民のための、保健・福祉も含んだ包

括的な医療」というような結論が出ま

した。参加者全員が地域医療の担

い手になるわけではないと思います

が、それぞれにとって実り多い研修

でした。 

今回の研修におきまして、たくさ

んの皆様方に御世話になり、大変あ

りがとうございました。 

【医療対策課 木村】 

 
 

 

 

【今後の予定】 
◆「県政広報テレビ番組」 

・９月３日（土）11:30～11:45 

・シマネスクＮＯＷ（山陰放送） 

・「探しています 島根で働くお医者さ

ん」 

◆「第５回中国ブロック地域医療研究会・

平成１７年度第３回島根県地域医療セ

ミナー」 

・９月１０日（土）9:00～17:00 

・県立中央病院 

◆「臨床研修プログラム発展講習会」 

・９月１７日（土）14:00～ホテル宍道湖 

・講演：「沖縄県立中部病院における

卒後臨床研修の特色」沖縄県立中

部病院副院長 宮城良充 先生 

◆「研修医意見交換会」 

・１０月１日（土）15:00～19:30 

・ホテルエイト、パルメイト出雲 

◆「島根県指導医養成講習会」 

[第１回]・１０月２２日（土）～２３日（日） 

・島根大学医学部（出雲市） 

・ディレクター：自治医科大学 三瀬順

一 先生 

[第２回]・２月４日（土）～５日（日） 

・島根県民会館（松江市） 

・ディレクター：名古屋大学 伴信太郎 

先生 

【赤ひげバンク登録数】(H17.9.1) 

●医   師：１７８人 

●歯科医師：  ６人 

●医 学 生：１３９人 

●そ の 他： ２３人 

○「赤ひげバンク」を開設した平成１４年

度からの島根での勤務実績数は、医師１

４人,歯科医師２人,その他２人の計１８人

となっています。 

青い薔薇は園芸家の夢｡藤紫､明藤色はあっても真 

の青はないとのことで BlueRose は不可能

という意味。NoneBlueRose は私たちの地

域医療への熱いメッセージです。

しまね地域医療支援センターの連絡先
（島根県庁医療対策課） 
赤ひげバンク登録状況調査の返信をお
願いします。 
〒690-8501 松江市殿町１番地 
E-mail：iryou@pref.shimane.lg.jp 
TEL：0852-22-5251 
FAX：0852-22-6040 
ホ ー ム ペ ー ジ [ 島 根 の 医 療 ] ：
http://www.wah.pref.shimane.jp/med/ 

    None Blue Rose   
▼全国には 3,000 カ所を超える温泉

地があり多くの人が「温泉」を利用され

ていますが、島根県には約６０カ所も

の温泉が県内各地にあることをご存じ

ですか。 

▽「温泉」とは昭和２３年の温泉法で

「地中からゆう出する温水、鉱水及び

水蒸気その他のガスで、別表に掲げ

る温度（温泉源から採取されたときの

温度２５℃以上）、又は物質を有するも

の」と定められています。▽また、温泉

の 利 用 に は 疲 労 を 回 復 さ せ る 「 休

養」、健康を保持し病気を予防する

「保養」、病気の治療をする「療養」に

分類することができ、これを“温泉の三

養”と呼んでいます。  

▼さて、奈良時代の「出雲国風土記」

には３カ所の温泉の記述が見られま

す。今の「玉造温泉（松江市玉湯町）」

「海潮温泉（雲南市大東町）」「湯村温

泉（雲南市吉田町）」ですが古い歴史

を持っているようですね。▽県内では

新たな温泉を発掘中の所もあり、い

つでもどこでも気楽に温泉浴を楽

しめます。▼島根県内の温泉制覇を

目指してみるのもひとつの楽しみ

方です。 
▼ 島根の温泉で身も心もリフレ

ッシュ！           Itaru 
 



 


